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論文内容の要旨
本研究は、日本語文の表現の在り様について、文末部分を対象として考察を行ったものである。文の
様々な文法的機能を表現する、文法カテゴリーを中心とした形式は、述語に集中的に現れる。その述語
は日本語では文末に位置する。そこから、日本語の考察では文末という位置が重要だ、と考えられる。
文法カテゴリーは数種類に分類されるが、その中でも文の事態を時間軸に位置させるための、テンス
と呼ばれる範障を重視し、考察対象とした。また、モダリティと呼ばれる範時と関わりながら、文末に
位置して一定の意味、機能を文に付与する形式として、終助詞や文末詞と呼ばれてきた形式が、存在す
る。この形式は、日本語の話し言葉において多用される形式であり、文の完結、また文を聞き手へと伝
えるという文法から会話へとまたがる文の機能と密接に関わる語群だと捉えることができる。
日本語文末表現というテーマであるが、方言語形の記述分析が多くを占める。方言学的文脈の要素も
当然含むが、基本的姿勢としては、文法的、表現論的な立場から、現在の日本語を分析するものであり、
現在の日本語が多用性を持つことから、共通語と方言を同列に考察対象として扱ったものである。ただ
全国の方言を扱ったわけではなく、筆者の母方言である新潟方言と、新潟との地理的連続性のある東北
方言、そして共通語という東京語を扱った点で東日本の言語を中心としたと言い得るものである。
本論文は、 2 部構成である。第 1 部は「時間に関わる文末形式とその周辺」と題し、第 2 部は「文末
詞の多様性」と題した。それぞれ、 6 章ずつから成り、計12章が本研究の各論を構成している。それに
序章、終章を加えている。なお、第 1 部は東北方言、第 2 部は新潟方言の分析が中心となっている。序
章の内容は上で述べたので、以下では第 1 章から、各章ごとの要旨を述べていくこととする。
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第 1 章テイル形の分析的考察
時間表現の研究の中心となるのが、アスペクト、テンスといった述語部分においてカテゴリー化され
た文法語形に関するものである。中でも、現代日本語研究ではテイル形をその代表的形式として考察し
ながら、理論を発展させてきたという経緯がある。そこでは、テイル形を一体的な、一単語として扱う
ことが前提となっている。しかし、この形式は、動詞のテ形にイルが接続して成立したもので、完全に
ー単語とは認められない点もあると考えられる。本論では、日本語研究における時間に関する理論の検
討と、テイル形をテとイルと、分析的に考え、そこからイルという存在動詞が果たす役割を踏まえなが
ら、テイル形の中の意味役割を下位分類して明らかにしていった。
テイル形は、アスペクト的に、完成相と継続相とに二分類されることが、奥田靖雄といった人たちの
研究から一般的になっている。この分類には、単語における文法カテゴリーは、二項対立的に実現され
るという考え方と、アスペクトが発達したロシア語などで二項対立的な概念として成立したことから、
強く影響されている。ただ、日本語の場合は存在動詞とテ形の結合から発展したものである。このテ形
は事態の<開始>を表しつつ、事態が終了している場合は<完了>を表す機能を持つ。つまり完了体、
未完了体の両方を表し、完了を表すル形と完全に対立する形式とは認められないと考えられる。
そして、イルは、テの部分の事態内容により、表わす存在性に差が見られる。状態性が強い場合は、
イルの存在の意味は弱い。動作継続の場合はアスペクト的にはテが、文主語の存在はイルが担うという
機能分化が見られる。結果継続では、テは完了、イルはやはり主語の存在を表す。また、これまでパー
フェクトといわれた意味は、本論では、文主語がすでに現実に存在していない「徳川家康は、 1603年に
江戸幕府を開いている」のような文も含む、文の事態はすでに過去に完了している場合で、発話時点に
何らかの効力を認めて使用する場合のものとして捉えた。全体として以下のように示される。
表 1 テイル形のアスペク卜性と存在性の相関
アスペクト相 事態の性質 テの表す局面 イルの存在性 主語の性質
状態性<アスペクト中和> 限定なし 事態の状態性と一体化する 恒常的反復 連続性 (テの希薄化) 連続的
動作継続 動作性 開始 発話時点における結果継続 結果性 完了 主語の存在の表示 個別・具体的
ノ fーフェクト 効力性 完了から過去へ移行 視点の明示 非存在
テイル形を、文の主語と相関して一定の意味を表すという、文全体に位置づけて考察した。
第 2 章新潟方言におけるテンスとアスペクト
共通語ではシ夕、シティタで表される、過去の事態に関するアスペクト、テンスに関する形式に、新
潟方言ではシタッ夕、シテタッタ形という形式がある。この形式は、本研究でも後の章で取り上げたよ
うに、東北方言で幅広く使用されるものである。本論では、この形式を含め、どのような使用状況であ
るのかを、新潟市において、アンケート調査を基に、考察を行った。
シタッタ形は過去完成相と過去パーフェクト相として50代以上と 3 ・ 40代ではある程度使用される。
現在パーフェクト相として 3 ・ 40代で 3 割が使用すると答えたが、 50代以上では使用されにくい。
シテタッタ形は、過去継続相と過去パーフェクト相として、 50代以上と 3 ・ 40代でよく用いられる形
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式である。過去継続相としては20代以下でも 1/4 ほどが用いると答えている。また、現在時における
事態の継続場面を述べる場合にも中年層以上では 3 割ほどが用いると答えた。シテタッタ形は、シタッ
タ形よりも当方言では用いられる形式であり、 20代以下でもいくらかの浸透があるということができる。
現在に関してもシタッタ形より使用しやすい傾向があり、使用幅の大きい形式である。
存在動詞のイルは、シテタッタ形とは共起せず、シタッタ形と共起したイタッタという形で、過去の
存在に関して述べる場合に使用される。現在の存在を表す場合では、過去形のイタを用いる人も多い。
また、現在時の事態に関して、過去形を用いて述べる場合が中年層以上で見られたが、 3 .40代の使用
が50代以上より多いという傾向が見られた。
50代以上、 3 ・ 40代という中・高年層と、 20代以下の若年層とでは、方言形式の使用に大きな違いが
見られ、標準語化が進んでいるのだが、全く廃れたわけではないということも、明らかになった。
第 3 章 東北方言における基本的時間表現形式について一形式の変化と文法体系との相関-
基本的時間表現形式とは、アスペクト・テンスの核を成すパラダイムである。それの、東北の各方言
での使用形式とその関係性について、調査地点を含めて、以下の 2 つの表のようにまとめてみた。
表 2 東北の各方言における基本的時間表現形式の体系
一品よー-f? 過去完成相 現在継続相 過去継続相
秋田市:テアッタ・テデアッタ形が使用 タ・(テアッタ テル テダ・テアッタ・
される。タッタ形はない (テデアッタ)) テダ テデアッタ
(秋田県)旧平鹿町・八戸市・盛岡市: タ- テル・ テラ(ダ)・
テラ(ダ)ッタ形、タッタ形が使用される タッタ テラ(ダ) テラ(ダ)ッタ
福島市・仙台市:テタッタ形、タッタ形 タ- テル・ テタ・テタッタ
が使用される タッタ テタ(~シッタ) (~シッタッタ)
(山形県)東根市:テアッタ形、タッタ形 タ テル・ テダ(~シッダ)が使用されない テダ(~シッダ) (+ケ)
青森市(中年層) :タッタ形が継続相とし タ テル・ テダ・タッタて使用される テダ(テラ)
表 3 形式と機能の変化についての相関関係
(動詞)連用形+テ/アッタコ連用形+/タッタ(テ機能の残存)コ連用形+タッタ(一体化)
<形式> テアッタ形コタツタ形コ(タッタ)形コタツタ形:テタッタ形
<機能> 過去継続相 過去継続相 過去完成相 過去完成相:過去継続相
[変化要因] 音変化 文法的機能の変化 アスペクト的(テ機能の消滅) 2 項対立の実現
音声的:個別具体的要因による変化コ分法体系に要求された抽象的要因による変化
東北方言の体系では、テアッタ形を使用する秋田市方言が、古い体系を保持しているということがで
きる。この、過去における動作の継続を表すテアッタ形からタッタ形への変化は、音声的要因によるも
のである。ただ、完成相を表すタ形もそのまま使用されている以上、タッタ形がテアッタ形と同様に継
続本目の機能を持ったまま使用され続けることは、タッタ形がタ+タと見なされやすいことから、言語体
系上、非合理だと思われる。そこで、形式の機能をも変化させたといえる。その上で、タッタ形に対し
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てテタッタ形を用いることで、完成相と継続相をそれぞれの形式が担う、安定的体系が確立することに
なる。これらの東北方言における変遷は、音変化という自然な変化により生じた形式を、なんとか体系
の中に安定的に取り込むために行われ、現在も進行している現象だと捉えられるのである。
第 4 章 「ッケ」形を用いた文の成立について
本論は「きみはいくつだ、ったっけ? J のように、共通語(会話的・東京方言的)において文末で使用
される「ッケ」という形式を考察したものである。この形式は、古典語において一般的に過去を表すと
されるケリが、(ッ)ケと形を変えながらも江戸語で使用され続け、現在に受け継がれた形式である。
本論では、ケの機能、その性質に関して、以下の 7 点を指摘した。
① 発話主体は、文事態、の認識を、発話時以前(過去)に成立させている
② 述べられる事態そのものは、テンス的な制約を受けない
③ 話し手自身が発話時以前に成立させ、発話の直前において、忘却していた事態認識の、発話時に
おける表示が、ケの機能である
④ 認識的側面からの分類では、ケを用いた文は、発話時において新たな認識を生じたことを表示す
る、認識文として機能する
⑤ ケは独り言が基本だが、会話の中で話し手の抱く不明瞭な事態認識について、情報を求めるため
に質問文として機能しやすい
⑥ 現在ある事態、についての認識を持っている場合でも、それとは違う過去の認識の可能性を表示す
るためにケが用いられることがある
⑦ ノデハナカッタ形に付加し、話し手は確かだと考えている事態について、事態認識の確認を聞き
手に求める文として使用できる
ケという語固有の機能、文の事態の性質、そしてケが使用される文そのものの性質とを区別しながら
それぞれ考察していった。また、他の形式と結合することで、派生的な用法を発展させていることも述
べた。現在のケの上述のような機能は、ケリが持っていた新たな認識を表すという性質を受け継いだも
のといえる。このケは、現在の各方言でも使用されているが、各方言でも、気づきを基本的機能とする
という指摘があり、本論で扱ったケは、古典語や方言と共通性を有すると考えられるのである。
第 5 章東北方言における文末形式「ケJ の用法
4 章で述べたケは、東北方言でも使用されている。本論は、東北方言における、ケの用法を明らかに
するものである。調査は、第 3 章と同じであるが、そこから青森市を除いた、東根市、秋田県旧平鹿町、
盛岡市、福島市の 4 地点を対象として、記述し、考察していった。
事態が過去に生起したことを表す、(‘きれいだった'の意味で) r昔ココ水キレイダッケ」といった
テンスと直接関わる用法は、東根市でしか見られない。(‘寒かった'の意味で) r昨日ハサビカッタ/
サビカッタケナー」といった、タに付属し、ケの使用が任意であるような、過去テンスの一部を担うよ
うな用法は、旧平鹿町、盛岡市では見られた。福島市では過去に関する使用は見られなかった。
東北方言では、共通語的なケとは違い、対話場面において、平叙文として用いられる用法が発達して
いる。本論では、その平常文的な用法を、観察、経験、想起要求という 3 用法に分類した。
「犬ガ公園ニイタッケヨ」といった、過去に何らかの事態(‘犬が公園にいた'など)を見て、それを
聞き手に伝える、観察用法といえるものは、 4 方言に共通して使用されている。ただし、福島市では、
それほど生産的ではない。(‘このぶどうはうまい'の意味で) rコノブドウウメッケナ」というような、
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話し手自身の行為や感情、感覚を聞き手に伝える、経験用法とした使用法は、東根市、旧平鹿町、盛岡
市では盛んに使用されている。(忘れている人に対し、‘あるではないか' という意味で) I明日、運動
会アルケヨナノリといった聞き手に事態の思い出しを求める想起要求用法も、東根市、旧平鹿町、盛岡
市で用いられるものである。本論の調査地点に関しては、東根市が、過去というテンス的使用もある点
で一番幅広く用いられており、福島市が、観察用法のみの使用に限られる(それもあまり用いられなく
なってきている)ことから、ケの使用域が一番小さいわけであり、秋田県旧平鹿町、盛岡市が東根市に
近いながら、使用域としては中間に位置するという地理的分布を成しているのである。
第 6 章青森県津軽方言における文末・接続形式「キャ」の用法
これまでの章で述べたケは、青森県の津軽地域では、キャと変化して使用される。また、接続表現と
してもケレバといった、ケリの活用形式から変化したと考えられるキャが使用されている。本章では、
若年層を対象に調査し、考察した。まず、文末表現について以下のように表として示す。
表 4 文末表現におけるキャの機能・特徴
よ寸 形式・事態の特徴 対話における特徴
想起要求 -発話時以前(過去)に生じた事態 -話し手は発話時において<文末のキャの基本的用法> 確実に認識している l 
同意 -発話時現在に生起した事態-動詞文 -聞き手にも事態を認識する
(同意要求) -発話時に抱く感情を表す文一形容詞文 ように求める<要求する~
ーー・・・・ F 圃曙ーーーーー-ーーー・・・・・--司ーーー
同意 -ンダッキャ形という連接で表わす -発話の相手と同様の認識が
(同意表明) -相手の発話を受け応答文で使用される あることを表明する
回想 -発話時直前まで認識していなかった -話し手が、自分自身に対し(忘れていた)過去に生起した事態 情報を伝えている面がある
感嘆 -発話時に近い時点で認識した事態 -当該事態をより強く認識し. Iナンボ~ダッキャ ~J という構文 ょうという思いがある
伝聞 -発話時以前に人から伝え聞いた事態 -情報の真偽は不明
. ~(ンダ)ツキャ形で表現される -応答文でも使用される
文末表現では、上に挙げた中の想起要求用法が基本的用法と位置づけられる。そこから、発話時現在
に生起した事態や、感情の表出になると同意用法へと変化すると考える。
接続表現のキャは、主節が生じた状況の表明・説明という<事実的用法>としたものが、基本的な用
法だと考えられる。しかし、このキャは~レバと共起したレパダッキャ形となり、習慣、予想等により
生起が確実と予想される事態を主節として仮定的な事態を述べる<仮定的用法>が存在する。そして、
名調+ダッキャという形で、実際に生じた、また確実に生じると予想される事態を主節とし、名詞に従
属節相当かつ主題の役割を担わせた<主題提示用法>というものも存在する。この 3 用法が接続表現の
キャを構成することを述べた。文末形式としては、 5 章で述べたケに比べ、過去を表す機能が薄れてい
る。接続表現でも、終止法的な機能を保持している形式だといえるのである。
第 7 章文末調の役割
日本語には、終助詞や文末詞と呼ばれる一群の形式が存在し、その研究が行われてきている。当初は
終助詞という名称から分かるように、述語に付く助詞として扱うものが主流だったが、後に、文全体に
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係っていくという性質を重視し、文末詞という名称が提唱され、ある程度広まっている。
ただ、文末詞という研究においても、品詞論的な立場と、機能論的な立場が混在しており、そこに、
文法研究における陳述論の影響を受け、形式と機能をどのように対応させるのか、様々な立場が存在す
る状況も認められる。本論では、文末詞という存在を、文を成立させる機能と対応させながら、考察し
ていったものである。この文機能を、本論は、指示・述定・表出・放出という 4 段階が認められると考
える。この内、表出は文を文として完成させる機能、放出は、会話において文を話し手から聞き手へと
投げかけ、移行する機能であると考える。その上で、文末詞に関し、以下の点を主張した。
① 文を完結させる機能を担うのは、イントネーション、ポーズ(間)、句点といった音声、語気、
記号などの非語形である
② 文を完結させる非語形の直前に位置する語形が文末詞である
③ 文末詞は文完結の非語形と一体になり、表出という文機能を発動する
④ 文末詞により発動された表出機能はそれまで発せられた文全体に一逆時間線上的に一及ぼされる
⑤ 会話場面で聞き手が存在するとき、表出機能と表裏一体となり、放出の文機能が存在する
⑥ l つの語形は、複数の文機能を担い得る
全ての文には文末詞が存在すると考え、従来の終助詞論などとは立場を異にしている。そして、文末
詞としての性質、文末詞性には強弱あり、体言は相対的に弱く、次に用言、モダリティ形式、接続助詞
が続く。従来の終助詞は(専門)文末詞とし、語類の中では最も文末詞性の強い形式であるとした。文
末詞は、文の完結や成立、そして文の生成、文機能という文全体につながる形式なのである。
第 8 章文末調「ヨネ・ヨナ」の機能・意味について
文末詞(終助詞)の個別的な研究では、ヨとネが先行し、蓄積もある程度ある。その 2 つを対立的に
捉えるものもあるが、複合形のヨネがあり、完全に対立するわけではない。本論では、ヨネを対象とす
るが、従来のヨとネに関する研究を踏まえて考察をする。また、ネの変形であるナと結合したヨナも合
わせて取り上げることにする。考察に当たり、文末詞を、文全体にかかり、文を成立させるという対事
的機能と、聞き手に働きかけていく、対人的機能を、共に備える形式であると考えている。
ヨは、文(命題)をそのまま発話時において認識するという対事的機能と聞き手が文をそのまま受け
入れるよう求めるという対人的機能を持つ。ネは、発話時における文(命題)認識形成作用を表示する
という対事的機能と聞き手における文(命題)認識形成作用を表示するという対人的機能を持つ。それ
が結合して成立したヨネは、文(命題)の成立をある程度確かなものと考えて発話時に認識する<確言
的(再)認識>という対事的機能を持つ。また、文(命題)に対する<確言的(再)認識>を聞き手も
受容すると考え発話する<共通認識の表出・受容要求>という対人的機能を持つ。そして、以下のよう
な特徴を有し、ヨ、ネとも異なった独自の位置を占める形式だといえるのである。
表 5 ヨネ文における情報の性質と実現される意味の相違
命題情報 意味 (ヨとネと比較した)特徴
一般的情報 当然・共有性の表出 ヨの一方的な意味合いが薄れネに近づいている
聞き手情報 確認要求性の表出 ネの聞き手依存性が薄れ話し手の認識が顕在化する
話し手情報 確言的認識の(一方的)伝達 ヨの機能を引き継ぎノダと連接して使用される
依頼・命令 行為要求 テ形に下接して使用され命令形にはヨナが下接する
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第 9 章新潟方言の文末調「コテ(コッテ)J について
本章から以降は、文末詞の個別的研究として、新潟方言の文末詞を考察していく。新潟市出身である
筆者の内省により、分析していくものである。まず、コテ(コッテ)という形式を取り上げる。
「夏は暑いコッテ」といった文として使われるが、基本的に、事態が当然そのように成立するという
話し手の断定を対事的機能、それを聞き手も<当然>受け入れ、共有できると考えて伝達するという対
人的機能を有している。そこから、事態内容により 3 種類の用法に分類される。用言のル形、名詞+ダ
で一般的・恒常的な事態、を提示する性質提示用法、テイル形を主とし事態が当然成立するという想定を
表す成立推定用法、タ形で事態が当然に成立したことを表す成立提示用法である。この中では、性質提
示用法がコテ(コッテ)にとって基本的な用法だと見なすことができる。話し手の事態認識がそのまま
聞き手も成り立っと考えるという点から、コテ(コッテ)は、話し手と聞き手を区別することなく事態
を提示する形式であり、機能や用法の核となる、当然性の表示という性質に由来するのである。
その性質は、‘~ロー' という新潟方言の未来・推量形とは共起できないことにもつながっている。
事態の成立を<必然的>と見る点で、‘認識的必然性' を表す形式とも捉えられるのである。
第10章新潟方言の文末調「ネッカ」について
本論で扱うネッカは、<ジャナイカ→ジャネーカ→(ジャの脱落:ネーカ)→ネッカ>という変
遷を経て成享した形式だと考えられる。ジャナイカ形は、一部に否定、また疑問、そして平叙文的な肯
定の意味をそれぞれ表すが、ネッカ形は、肯定の意味しか表わさず、複数の形態素が組み合わさった
ジャナイカに比べ、形態素の結びつきが強く、単純化した文末詞化が進んだ形式だと指摘できる。
文事態に対する、内容が真であるという認識の表示を対事的機能、その認識を、聞き手が認識してい
る、またはそのように想定できるということの表示を対人的機能とする。そして、一般的事態とそれ以
外の事態に分けて考察した。内容が、第三者的(一般的)事態では<知識伝達>という意味を表す。話
し手・聞き手に関する事態では、基本的に<思考受容(要求) >、共に経験した事態では<確認要求>
の意味を表す。事態が目の前で生じた場合は<現象受容(要求) >といった意味を表すと考えられる。
また、ネッカを用いたときには、一定のニュアンスが生じる。話し手が、肯定的に捉えた事態では、
共感や同意、否定的に捉えた場合は注意や拒絶、怒り、また独り言で述べる際は、思い出し、発見、気
づきといった意味合いを生じさせている。なお、ネッカは下降イントネーションを伴って使用されるこ
と、それは聞き手へ情報要求はしないことの現れと考えられるということも、合わせて述べた。
第11章新潟方言の文末詞「テ(バ)J について
新潟方言で文末に使用されるテバ、また、テという形式は‘~と言えば'に由来する。‘~と言えば'
だと、前件に話し手が持ち出した問い-自問ーに後件に問いに対する答えー自答ーを述べる表現だが、
文末詞のテバは、ひとまとまりの表現として、主題一叙述構造文へ変貌していると考えられる。
「今日は金曜日ダテJ のように使うが、対事的機能は、事態への話し手の判断が述語として確定した
という表示、対人的機能は、話し手の判断を聞き手も同様に認識するようある程度強く求めることだと
規定される。また、テバのバは脱落してテ単独で使われることも多く、テの自立化も認められる。会話
で使われる際は、以下のような諸特徴が存在する。
① テは高アクセントを有する <上昇イントネーションに準じた働きをする>
二今 話し手の事態判断を伝達しつつ、談話を継続させる機能も有している
② テは確信度が低い副調や述語とも共起可能 <判断そのものは確立している>
戸川
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コ テバは確信度の低い語と共起しにくく、認識の聞き手への要求がテより強い
③ ノダと一体となった r~ ンテ」形も使用されやすい < (次章で扱う)~ンサ形に近い>
コ テは話し手側の論理、ノダは聞き手側の論理に立って談話を成立させる形式である
なお、共通語に‘ッテバ' という形式があるが、聞き手の知識に依存した形式である。一方、新潟方
言のテは、話し手の論理の中で成立した話し手の判断を伝達する形式であることも指摘した。
第12章新潟方言の文末調「ンサ」について
本章で扱うンサ形は、準体助詞のノが変化したンにサが付加し、その結びつきが強くなって一語のよ
うに使用されているものである。新潟方言の準体助詞は、元来は、ガ・ガンであったが、そこからアン
に変化し、さらにアが脱落したというのと、ノダ(ンダ)の流入という 2 つの契機で成立したと考えら
れる。新潟方言ではン、ンネなども使用されるが、ンサは平叙文として聞き手への伝達を主とするが、
ンは質問文で疑問の意味を、ンネは確認の意味を表す平叙文と質問文の中間的性格、という違いがある。
「腹が痛い時は、この薬が効くンサ」といった使い方をするが、以下のような機能を有する。
表 6 ンサ形の会話での機能と役割
認識(対事)的機能|発話時点で頭の中にすでに定着している事柄の表明
伝達(対人)的機能 1<聞き手の知らない>話し手に関する事柄や一般知識の伝達
会話における役割 l 新たな情報の提供<聞き手の反応・応答は問題にしていない>
ンサ文で述べられる事柄は、いわば<情報量:話し手 1 -ンサ-聞き手 0> というような情報に対す
る非対称性が存在し、ンサを介して聞き手の情報量を(話し手同様) 1 にしようとしているのである。
つまり、情報を提供した時点で目的は果たされたと言ってもよく、そこから、話し手が伝えたいことを
聞き手の反応を気にせず次々と述べる際、ンサが多用されることにつながるのである。
終章総括と展望
ここではまず、各章の初出と、本研究にまとめる際の変更点をいくつか述べた。それから、今後に向
けてどのような課題が残されたかを述べた。そこには、日本語文法で問題とされるモダリティ論と、本
研究のテーマである文末表現との関連などが含まれる。また、文末詞として存立する語群と、全ての文
に共通する文機能と文末に位置する形式との関係性など、更に考察を要する。更に、方言的現象と共通
語との共通性、相違をどう捉えていくか、他分野を見据えた姿勢、といった点を述べた。
論文審査結果の要旨
本論文は、日本語文の表現のあり方について、文末部分を対象として考察を行ったものである。全体
は 2 部構成であり、第 l 部は「時間に関わる文末形式とその周辺」と題し、第 2 部は「文末詞の多様性」
と題する。それぞれ 6 章ずつから成り、計12章が本研究の各論を構成している。それに序章、終章を加
えている。
まず、序章では、本論文の目的と方法、および、研究の位置づけについて述べる。
第 1 部は、テンス・アスペクトに関する論である。第 l 章「テイル形の分析的考察」では、日本語研
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究における時間に関する理論の検討を行うと同時に、テイル形の分析を行う。第 2 章「新潟方言におけ
るテンスとアスペクト」では、新潟方言におけるシタッ夕、シテタッタ形を取り上げ、その使用状況を
アンケート調査に基づいて検討する。第 3 章「東北方言における基本的時間表現形式について-形式の
変化と文法体系との相関一」では、アスペクト・テンスの核を成す基本的時間表現形式を対象に、東北
各方言での使用形式と相互の関係性、通時的変化について考察する
第 4 章から第 6 章では文末形式「ケ」の関連形式を扱う。まず、第 4 章 rT ッケ J 形を用いた文の成
立について」では、共通語の「ッケ」を問題にし、それが使用される文の性質などに注意しながら考察
する。次に、第 5 章「東北方言における文末形式「ケ」の用法」では、東北方言の「ケJ を取り上げ、
対話場面における平叙文として使用など、共通語とは異なる用法を明らかにする。さらに、第 6 章「青
森県津軽方言における文末・接続形式「キャ」の用法」では、津軽方言の「キャ」について、過去を表
す機能の希薄化や、接続表現における終止法的機能の保持などについて明らかにする。
第 2 部は、文末詞に関する論である。第 7 章「文末詞の役割」では、文末詞について、文を成立させ
る機能と対応させながら考察する。第 8 章「文末詞「ヨネ・ヨナ」の機能・意味についてJ では、複合
形の「ヨネ J I ヨナ」について、「ヨ J と「ネ J Iナ」に関する個別の研究を踏まえて記述する。
第 9 章以降は、個別的研究として新潟方言の文末詞を考察するものであり、第 9 章「新潟方言の文末
詞「コテ(コッテ)J について」、第10章「新潟方言の文末詞「ネッカ」について」、第11章「新潟方言
の文末調「テ(バ)J について」、第12章「新潟方言の文末詞「ンサ」について」と構成される。
終章では、本論文の成果をまとめ、今後の課題について述べる。
テンス・アスペクトの研究、および、文末詞の研究は、現在の方言学における主要なテーマであり、
今、まさに研究が活性化している分野である。そのような動向を踏まえ、テンス・アスペクトについて
はこれまで、研究が遅れていた東北方言の分析を行った点、文末調については理論的な検討を踏まえて具
体的な形式の記述を行った点が高く評価される。
よって、本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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